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令和３年５月17日生まれ（中代）

三輪車に乗って遊ぶことが大好きな咲
希さん。おしゃべりが上手で笑顔がす
てきな女の子です。

ままごと遊びが大好きな鈴乃さん。
しっかり者で、クラスのみんなを引っ
張ってくれるお姉さん的な存在です。
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令和２年５月22日生まれ（緑ヶ丘）

津久礼ヶ丘保育園
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きれいな町をつくる
菊陽中部小学校４年生による地域貢献活動

多文化共生の架け橋に
菊陽北小学校６年生が案内看板を寄贈14
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町の宣伝にもなるようキャロッピーを取り入れた

　総合体育館でニュースポーツ大会を行いました。当初ス
ナッグゴルフ大会を予定していましたが、雨天により変更。
小学生と65歳以上の町民44人が参加し、ゲストで登場した
プロゴルファーの木
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チームに分かれシャッフルボードなど５種目の対決を楽しみ
ました。
　吉本町長率いる第１組が優勝。参加者は「いろいろなス
ポーツができて楽しかった」と笑顔で話しました。

プロと一緒にニュースポーツを体験
ニュースポーツ大会17
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優勝チームにはプロからサイン入りボールが贈られた

　菊陽北小学校の６年生が、中国語、英語、日本語の
３言語で作成した看板を町へ寄贈しました。この看板
は、卒業制作の一環で作成されたもので、同校内に
31枚、町施設に４枚、ＪＲ原水駅に１枚掲示されて
います。　
　代表で寄贈した児童は「役場の看板は『成長しつづ
ける町。』のポスターをイメージして作成した。どの
国籍の人も安心して住める町になってほしい」と町の
未来を話しました。

　菊陽中部小学校の４年生が、プルタブの寄付と清掃
活動を行いました。これは、地域貢献活動の一環とし
て行ったものです。車いすと交換できるプルタブを学
校全体で集め、町社会福祉協議会に寄付し、その後、
町内の公園などで清掃活動を行いました。
　平

ひら
原
はら
璃
り
子
こ
さん（緑陽台）は「意外とたくさんのごみが

落ちていた。みんな道などにごみを捨てないきれいな
町になってほしい」と話しました。

ごみ拾いをした児童（中央が平原さん）

　ＵＤ（ユニバーサルデザイン）ｅ-スポーツを、地域ふれあいサロン
を中心に行っています。ＵＤｅ-スポーツとは、年齢や障がいなどに
関係なく誰もが楽しめるように作られたゲームです。
　井口区では、玉入れや組体操などのゲームを体験。初めて体験する
人もすぐにルールを覚え、参加者同士で盛り上がっていました。
　参加者は「たくさん頭と手を使った」「初めてのことで楽しかった」
と笑顔で話しました。

楽しく脳トレ
サロンでＵＤｅ-スポーツを体験18
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手元のボタンを押してゲームを楽しむ参加者

企業版ふるさと納税で町に活力を
企業版ふるさと納税で寄附をいただきました

　３月26日に株式会社タウン開発（熊本市中央区）か
ら企業版ふるさと納税による寄附があり、感謝状の贈
呈式を行いました。
　前田代表取締役は「土地開発や不動産業などに携
わっており、町にも縁がある。発展目覚ましい町のた
めに活用していただきたい」と話しました。吉本町長
は「町のさまざまな課題への対応などに活用させてい
ただきたい」と応えました。

皆さんが町民の皆さんに伝えたい情報や、活躍を掲載します。
掲載月の２カ月前の月の15日までにご連絡ください。
必ず掲載されるわけではありません。

kouhou@town.kikuyo.lg.jp
問 総合政策課　企画政策係 ☎（232）2112

投稿募集中
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　３月27日に富士フイルム株式会社（東京都港区）か
ら同寄附があり、感謝状の贈呈式を行いました。
　富士フイルムマテリアルマニュファクチャリング株
式会社の中泉九州エリア長は「まちづくりや地方創生
に役立ててほしい」と話しました。吉本町長は「貴社
の町へのさまざまな貢献活動に感謝している。昨年度
に引き続きいただいた寄附を、町の発展のための施策
に活用させていただきたい」と応えました。

株式会社タウン開発との感謝状贈呈式
（左から２番目が前田代表取締役）

富士フイルムとの感謝状贈呈式
（右が中泉九州エリア長）


